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ワークショップの概要

会場 オガール・ハビエル（カピラ、パナマ）

参加者数／ファシリテーター数 38名／3名

大人の参加数 18名

若者（14〜18歳）の参加数 20名

実施期間 2日

使用言語 スペイン語

参加者の出身国 コスタリカ、パナマ

参加者の宗教 バハイ教、キリスト教（バルボアユニオン教会、
カトリック、メノー派）、ハーレ・クリシュナ運動、
ユダヤ教

使用した方法 経験の共有
ゲーム
瞑想
問題解決
アプリシエイティブ・インクワイアリ
ロールプレイング
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セクション7
参考文献
出典

物語
A Chinese folktale - Unseth, Benjamin (edit). Honesty, Little Books of Virtue, Series One. 
Garborg’s Inc., Bloomington, 1995, pp11-13.]

The boy who cried ‘Wolf ’ - Unseth, Benjamin (edit). Honesty, Little Books of Virtues, Series 
One. Garborg’s Inc., Bloomington, 1995, pp 34-36.

The courage to be - Adapted from the story of Peggy Monague, Christian Island, Ontario

Wilson, Lois Miriam. Miriam, Mary and Me.  Wood Lake Books Inc., Winfield, 1992, 
p.62

The mice that ate iron - Panchatantra-The Mice that ate Iron (1999). Available from: http://
www.indiaparenting.com/stories/panchatantra/panch009.shtml

The beggar man - Elbert Hubbard’s Scrap Book. Wm. H. Wise & Co., Roycroft Distributors, 
New York City, 1923, p.9

The nothing beyond - Kenneth Cragg: The Wisdom of the Sufis, London, 76, p.8

The salt doll - Anthony Bloom: Living Prayer, Libra, London, 1966, pp.105-106

Dining with a general - Available from http://www.geocities.com/Tokyo/Courtyard/1652/
MilitaryDinner.html

The ghoul - By Taghreed A. Najjar, Al-Salwa Publishing House, published 2002, Stand 
no.5.0 D 953

The blind men and the elephant - Kuo, Louise and Kuo, Yuan-Hsi (1976), “Chinese Folk 
Tales,” Celestial Arts: 231 Adrian Road, Millbrae, CA 94030, pp. 83-85. The links below are 
to other versions of the tale:

The fox and the stork.  Aesopo

The neighbour.  Avail  /stories/mis40.asp 

Starfish - Adapted from The Star Thrower by Loren Eiseley (1907 - 1977)

詩
Speak to us children. Kahlil Gibran “The Prophet”, chapter entitled “Children” Arrow Books 
Ltd. New York. 1991

Children learn what they live.  Dorothy Law Nolte. Workman Publishing Company. New 
York. 1998

Poems by GNRC youth members, name recognised under each poem.
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平和のための祈り
Pathways to Peace. Interreligious readings and reflections. A. Jean Lesher. Cowley Publications. 
Cambridge, Massachusetts, 2005. 

Religious Life: A Commitment and Calling. Developed through and interreligious process 
arranged by the World Council of Churches.

Prayer Library at http://www.beliefnet.com 

Stern, Chaim (ed). Shaarai Teshuva: Gates of Repentance. The New Reunion Prayerbook for 
the Days of Awe. Central Conference of American Rabbis: 1978, 1999. 

ケーススタディ 
Case Study 1 Chris’s Bad Morning, page x - Adapted from Learning the Skills of Peacemaking, 
Naomi Drew, Jalmar Press, Rolling Hills Estates, California, 1987.  

Case Study 3 Ana’s Story, page x - Adapted from testimonies of internally displaced people 
from the International Committee of the Red Cross, http://www.cicr.org/web/spa/sitespa0.
nsf/iwpList2/Home?OpenDocument  

道徳的ジレンマ
Protecting a lie and life boat, pages 145 and 147 - Adapted from Moral Reasoning, by Victor 
Grassian (Prentice Hall, 1981, 1992),

The price of a life - Taken from Kohlberg, Lawrence. Collected Papers on Moral Development 
and Moral Education. Cambridge:  Moral Education and Research Foundation, Harvard 
University Education Foundation, 1973.

アクティビティの補助資料
Convention on the Rights of the Child http://www.unhchr.ch/html/menu3/b/k2crc.htm or 
a child friendly version http://www.rcmp-grc.gc.ca/pdfs/NCD-poster_e.pdf 

Universal Declaration of Human Rights at http://www.un.org/Overview/rights.html 
Or a child friendly version:
ht tp://w w w.amnest y.ie/amnest y/upload/images/at tachdocuments/Universa l%20
Declaration%20of%20Human%20Rights%20-%20child%20friendly%20version.pdf 

Summary of the CRC and of the UDHR taken from Under the UN Flag, assemblies for 
citizenship in Secondary schools, UNICEF UK, 2005.

The United Nations Secretary General’s Study on Violence against Children, http://www.
violencestudy.org 

A Human Rights-Based Approach to Education for All 
http://www.unicef.org/publications/f i les/A_Human_Rights_Based_ Approach_to_
Education_for_All.pdf

Will you listen? Young voices from conflict zones
http://www.unicef.org/publications/files/Will_You_Listen_eng.pdf

Violence prevention and peace building 
http://www.unicef.org/lifeskills/index_violence_peace.html
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Handbook for Story Tellers. Inez Ramsey, Professor Emeritus James Madison University 
http://falcon.jmu.edu/~ramseyil/storyhandbook.htm

How to light a campfire, http://www.luontoon.fi/page.asp?Section=8497

12 Skills for Conflict Transformation. Adapted from a version used by Ms. Amada Benavides.
Escuelas de Paz, Colombia

World Schools Debating Championships.  http://www.schoolsdebate.com/guides.asp

Information on debates http://www.idebate.org/debate/what.php

Information about Mandalas. http://www.mandalaproject.org/Index.html. 

Story of Sadako.  www.sadako.org

Making a Film. http://www.filmyourissue.com/making/index.shtml)

Safe you, Safe Me, a resource for child safety. Save the Children. Contribution to the United 
Nations Secretary-General’s Study on Violence against Children. 2006 http://www.
violencestudy.org/IMG/pdf/safeyoufinal.pdf 

Sports as a methodology for peace and reconciliation, http://www.toolkitsportdevelopment.org

Service Learning: Lessons, Plans and Projects. Human Rights Education Program, Amnesty 
International and Human Rights Education Associates, HREA. March 2007  

Appreciative Enquiry. http://appreciativeinquiry.case.edu/ 

アクティビティの参考資料
My Life Tree, page x - Adapted from Jag & Du, Dioceses of Lund, 2004

Reach for the stars, page x - Adapted from a version used by Fundación Escuelas de Paz, 
Bogotá - Colombia

Using Role-Play, page x - Adapted from a version used by Centre San Bartolome de las Casas. 
El Salvador.

Your Silhouette is Mine, page X - Adapted from a version used by Fundación Escuelas de Paz, 
Bogotá - Colombia

Joyful Appreciation, page x, - Adapted from the Dhamma lesson taught by a Thai master

Diminishing Islands, page x - Adapted from a version used by Dr. Mustafa Ali, Tanzania, 
Africa

Ball in the Air, pag x - Adapted from a version used by Centre San Bartolome de las Casas. 
El Salvador.
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用語集
倫　理：	 哲学の主な分野の1つ。個人や集団の価値観や慣習を研究する学問で、正邪、善悪、責任とい

った概念の分析や使用を対象範囲とする。本質的な問いに対する信念、思想、理論、根本的

な内省であり、規範を定める際に役立つ。

道　徳：	 人間の行動に適用され、善悪の区別や応用、具体例、行為について言う。行動基準において

表現され、良い道徳は「美徳」と呼ばれる。道徳という概念には、私的あるいは個人的な側面

が含まれている。また、道徳には「すべきこと」と「してはいけないこと」を教えてくれるという

実用的な面もある。

価値観：	 特定の個人や集団が許容する理念。個人的価値観と文化的価値観がある。人間の行為の指

針となる原則や基準や性質。

個人的価値観
個人的価値観は、外界との経験から生じ、時と共に変化し得る。価値観の適用における整合

性とは、その一貫性のことである。ある人が、他者からの反論や無理強いに関係なく、自分の

価値観を適切に適用するなら、その人の価値観には整合性があると言える。個人的価値観は

潜在的に、ものごとの選択にかかわる。個人的価値観はある個人にとって、個人の選択肢と各

々の選択肢にかかわる価値観を比較することによって、決断する際の指針になる。

子どもの頃に身につけた個人的価値観は、変化しにくいことがある。そうした価値観は、特定

の集団や制度、例えば文化、宗教政党などに由来する場合がある。しかし個人的価値観は普

遍的ではない。個人の遺伝子、家族、国家、歴史的環境が、個人的価値観を決定する。これ

は、価値観という概念そのものが普遍的でない、という意味ではない。各人は価値観に対す

る独自の考えを有する、すなわち、自己の遺伝子、感情、経験に見合った私的な価値観の認識

を持つ、と述べているに過ぎない。

文化的価値観
集団、社会、宗教そして文化には、そこに属する大多数の構成員に共有される価値観がある。

構成員は、たとえ各自の価値観がその文化で是認される規範的価値観と完全に一致しなくて

も、1つの文化を共有している。これは、個人が複数のサブカルチャー（下位文化）に属してお

り、それらの中から自分にとって価値のある面だけを抽出し、そして合成する能力があること

を反映している。

もし個人が、所属する集団の規範と深刻に対立する価値観を表明したら、その集団の権威

は、その個人を非難する、もしくは規範に従わせるように働きかけるかもしれない。例えば、法

律として確立されている社会的規範と対立すれば、投獄という結果に陥る可能性がある。
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カテゴリー
価値観はいくつかのカテゴリーに分類することができる。ただし、各カテゴリーは議論の余地

がある。

>　健康的価値観と習慣 � 感覚的・作用的価値観 � 感覚的価値観は個人の価値観であり、

個人の感情的生存にとってプラスまたはマイナスの機能を果たす。個人の感情的成熟度

によって、敏感なことも鈍感なこともある。作用的価値観は個人の価値観であり、個人の

身体的生存にとってプラスまたはマイナスの機能を果たす。個人の身体的発達の度合い

によって、活発であったり不活発であったりする。健康的価値観・習慣は、個人的な満足

や慣習や体験を通じて身に付く。

>　道徳的価値観と規範 � 社会的・宗教的／伝統的価値観 � 社会的価値観は家族や集団

の価値観であり、家族や集団の存続にとってプラスまたはマイナスの機能を果たす。家族

や集団の社会成熟度によって、育成的なときも攻撃的なときもある。宗教的／伝統的価

値観は対人的価値観であり、家族や集団の外での非個人の存続にとってプラスまたはマ

イナスの機能を果たす。宗教的／伝統的価値観は、その宗教や伝統の成熟度によって、

寛容なことも不寛容なこともある。道徳的価値観は、励ましや教育、対人経験を通じて身

に付く。

>　倫理的価値観と行動 � 経済的・政治的価値観 � 経済的価値観は国の価値観であり、

国家の存続にとってプラスまたはマイナスの機能を果たす。その国の経済の発達状況によ

り、生産的なことも非生産的なこともある。政治的価値観は国の価値観であり、国家の存

続にとってプラスまたはマイナスの機能を果たす。その国の政治的発達によって、進歩的な

ことも逆行的なこともある。倫理的価値観は報奨や教育、対人経験を通じて身に付く。

>　歴史的価値観と行動 � 美的・理論的価値観 � 美的価値観は人間の価値観で、人間の

生存にとってプラスまたはマイナスの機能を果たす。人間の芸術的発達の度合いにより、

美しかったり醜かったり（意味があったり、なかったり）する。理論的価値観も人間の価

値観であり、人間の科学的発達の度合いによって、人間の生存にとって正しいことも誤っ

ていることも（または、目的にかなうことも的外れなことも）ある。歴史的価値観はひらめ

きや認識、創造的経験を通じて身に付く。

すべての価値観は、意識の感情や条件付けに基づいている。

美　徳：	 その人の道徳的に優れたところ。長所として評価される性格的特徴。美徳の反対の概念は悪

徳である。

諸宗教的：	 異なる宗教や信仰を持つ者同士の、協力的でポジティブな交流のこと。個人レベルの場合も、

組織レベルの場合もあり、寛容や相互の尊重につながる。シンクレティズム（諸派統合）やオル

タナティブ・レリジョン（代替宗教）とは異なって、新たな宗教を作ろうということではなく、対

話によって異なる宗教への理解を促すことで、他者への尊敬を高めようという場合が多い。
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略語解説
CRC	 子どもの権利条約　Convention on the Rights of the Child

GNRC	 子どものための宗教者ネットワーク　Global Network of Religions for Children

MPA	 モーション・ピクチャー・アソシエーション　Motion Picture Association

SMART	 具体性、計測可能性、実現可能性、現実性、時宜性

	 Specific, Measurable, Attainable, Realistic, Timely

UDHR	 世界人権宣言　Universal Declaration of Human Rights　

UNESCO	 国連教育科学文化機関（ユネスコ）

	 United Nations Educational, Scientific and Cultural Organisation

UNICEF	 国連児童基金（ユニセフ）United Nations Children’s Fund

WCC	 世界教会協議会　World Council of Churches

WCRP	 世界宗教者平和会議　World Conference of Religions for Peace
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倫理教育委員会メンバーリスト

名誉顧問
エル・ハッサン・ビン・タラール王子

ヨルダン王立諸宗教研究所会長、ヨルダン

委員
Ａ．Ｔ．アリヤラトネ博士　サルボダヤ・シュラマダナ運動創立者、スリランカ

アドルフォ・ペレス・エスキヴェル氏　平和と正義奉仕会会長、ノーベル平和賞受賞者、アルゼンチン

クル・ガウタム氏　ユニセフ（国連児童基金）事務局次長、ネパール

ハンス・キュング博士　地球倫理財団会長、ドイツ

ビビファテマ・モサーヴィ・ネザード氏　諸宗教対話協会マネージャー、イラン

アリス・シャルヴィ博士　シェクター・ユダヤ研究所元理事長、元学長、イスラエル

ディディ・タルウォーカー氏　スワッドヒャヤ・パリヴァー指導者、インド

アナスタシオス・ヤノウラトス師　アルバニア正教会大主教、アルバニア

子ども委員
ノウル・アマーリ氏　フィッシャー・プログラム、ヨルダン

エマニュエル・マシアス氏　子どもピースクラブ創始者、タンザニア

（肩書きは当時）
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倫理教育委員会部会メンバーリスト
ハサン・アブニマー大使

王立諸宗教研究所所長

エル・ハッサン・ビン・タラール王子アドバイザー、ヨルダン

スワミ・アグニヴェッシュ

国連現代の奴隷制度に関する基金元会長、インド

チャランジット・アジットシン氏

フリーランス監査官・教育マネージメントコンサルタント、英国オックスフォード国際諸宗教センター理事及

び副議長

ファリダ・アリ氏

ユニセフ・パブリック・パートナーシップ部プログラムオフィサー、米国

イブラヒム・アルシェディ氏

サウジ教育文化科学国家委員会事務局長、サウジアラビア

ケゼヴィノ・アラム博士

シャンティ・アシュラム・ディレクター、インド

ウェスリー・アリアラジャ博士

ドリュー大学大学院神学校エキュメニカル神学教授、米国

アリシア・カベスド教授

中南米教育都市機構ディレクター、アルゼンチン

メグ・ガーディニエール氏

ユニセフ米国委員会、教育・コミュニティパートナーシップ常務、米国

アンドレス・ゲレロ氏

ユニセフ・ジュネーブ・パブリック・パートナーシップ部部長、スイス

マグナス・ハーヴェルスラッド博士

ノルウェー科学技術大学教育学部教授、ノルウェー

ハイジ・ハッドセル博士

ハートフォード神学校学長、米国

ヴィノッド・ハラン氏

英国教育技能省プロジェクトディレクター、英国

スチュアート・ハート博士

子どもの権利開発国際研究所副所長、米国／カナダ

アッサ・カラム博士

国連人口基金上級文化アドバイザー、米国

（肩書きは当時）
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メソッド・キライニ師

タンザニア・ダルエスサラーム司教、タンザニア

マーレーン・シルバート氏

ケープタウンホロコーストセンター教育ディレクター、南アフリカ

ハンス・ウコ師（博士）

ＷＣＣ諸宗教関係プログラム部長、スイス

デボラ・ワイスマン博士

元カリーム博愛ユダヤ教指導者研究所ディレクター、イスラエル

スニル・ウィジェシリワーデナ博士

サルボダヤ・シュラマダナ運動・平和・文化・メディアコンサルタント、スリランカ

GNRCコーディネーター

アフリカ
ムスタファ・ユースフ・アリ博士

GNRCアフリカ事務局GNRC事務所コーディネーター   

アラブ地域
カイス・サディーク師（博士）

ヨルダン エキュメニカル・スタディーズセンター所長

中央アジア・コーカサス
ラジア・スルタン・イスマイル・アバシ氏

平和と尊厳のある開発のための女性連合創始者・会長

ヨーロッパ
マルタ・パルマ氏

WCC総幹事子どもの問題担当顧問

中南米・カリブ海
メルセデス・ロマン氏

メリノール国際問題事務所 女性と子ども担当

南アジア
ビンヤ・アリヤラトネ博士

スリランカ サルボダヤ・シュラマダナ運動エグゼクティブ・ディレクター

イスラエル
ドリット・シッピン氏

多元的スピリチュアル・センター　ネーベシャローム／ワハト・アル・サラーム

ドゥミヤ・サキナ コーディネーター

（肩書きは当時）
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付録
評価・感想記入用紙

準備・手配

評価
（1〜5、5が最高）

コメント

会場

宿泊施設

食事

教材

その他のコメント

内容

ワークショップの目的は明確でしたか？

セッションの内容は、あなたにとって
有意義でしたか？

トピックに対して適切な方法が使われて
いましたか？

セッション中に難しかったことや困ったこと
はありましたか？
それは何ですか？
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学習

このワークショップで主に学んだことは
何ですか？

学んだことを実際に生かせそうですか？
（私生活、社会、仕事、組織などで）

こうすればいいと思うことを書いてください
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影響評価チェック表

Ａ．私が知っていること

はい いいえ コメント

私は、自分の能力やスキルが何かを
知っている。

答えが「はい」なら、あなたはその能力や
スキルをどのように使っていますか？

私は、自分自身や自分の家族、文化や信仰
に誇りを持っている。

説明してください。

私は、他の文化や信仰を持つ人を
知っている。

答えが「はい」なら、あなたは
その人について、何を知っていますか？

私は、自分の文化や宗教と、他者の文化や
宗教の違いを知っている。

答えが「はい」なら、あなたが聞いたことの
ある他の文化や宗教をいくつか挙げて、
違いを2つ書いてください。

私は、私の学校や地域で起きている暴力や
理解不足で生じた問題を知っている。

答えが「はい」なら、どんな問題ですか？

私は、私の社会で起きている対立や不正の
原因を知っている。

答えが「はい」なら、例を1つ挙げて原因を
書いてください。

私は、私のコミュニティの平和運動に
ついて知っている。

答えが「はい」なら、それはどんな
運動ですか？
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Ｂ．以下の文章について、それが間違いか正しいかを答え、そう考えた理由を書いてください。

文章 間違い 正しい 理由

自分の周囲の大多数の人と意見や考えが
異なるときは、自分の考えや信仰を
隠した方が良い。

誰かに話しかけられたら、相手の身振りや
態度、目を見て話しているかどうか、
語調、声、表情などにも、言葉と同じぐらい
注意を払う。

自分と同じ信仰や考え方の人と友達になる
ほうが簡単だ。

他の人の考えが私の信仰や信条と
対立するときは、その人の考えを無視する
ほうが良い。

みすぼらしい格好をした路上生活者は、
私に危害を加えたり、私から物を盗む
可能性が高い。

何かを決めるときは、それが他の人に
与える影響を踏まえて決めるべきだ。 

私は腹が立つと、何かをする前に時間を
取って心を落ち着かせ、よく考えてみる。
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Ｃ．次のような状況について考え、もしそうなったら自分ならどうするかを答えてください。

誰かがあなたの信仰やあなたの家族の
文化的な習慣をからかいました。
あなたならどうしますか？

ある人と組んで作業しなくてはいけませんが、
あなたはその人の振る舞いが好きではなく、
考え方にも賛成できません。
この状況にどう対応しますか？
どうすればその人と協力することが
できるでしょうか？

あなたは友達と口論し、心を傷つけられ
ました。なぜ、友達がそのように振舞ったのか
を理解できません。あなたは、この問題を
解決する努力をしますか？
そうであれば、どのようにしますか？

あなたのクラスで差別問題が
起こっています。でも、あなたに直接関係が
あるわけではありません。あなたは何とか
しようと努力しますか？
もしするなら、なぜですか？
また、どんなことをしますか？

あなたの学校に、文化も宗教も違う生徒が
転校してきました。ほかの大部分の生徒は、
その転校生の悪口を言っています。
転校生は、ほかの大部分の生徒とは、
振る舞いも服装も違います。あなたは、
その転校生といると気まずい感じがしますが、
向こうは友達になろうとしています。
でも、もし友達になったら、ほかの生徒は
あなたと友達付き合いをしてくれなくなるかも
しれません。あなたはどうしますか？ 

あなたが、ある判断を下したことで、他の人
たちに迷惑をかけています。それについて
何もしなくても、あなたが罰せられることは
ありません。あなたは、迷惑をかけた償いを
しますか？もしするなら、どんなことですか？
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